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令和６年度あいち食育いきいきシンポジウム 

「～明日(Earth)につながる～ 地球に優しい暮らしを学ぶ」を開催しました 

食育消費流通課 
 
2024 年 10 月 21 日（月）に名古屋市中小企業振興会館において、「あいち食育いきいき

シンポジウム～明日（Earth）につながる～地球に優しい暮らしを学ぶ」を開催しました。 

今回は講師として、第 57 次南極地域観測隊の調理隊員として活躍された渡貫淳子さん、

名古屋文理大学で「食と農の社会学」を専門に研究されている中村麻理さんをお招きし、

無駄や廃棄の少ない食事作りや、食生活と環境の結びつきなどについてお話ししていただ

きました。 

当日は、食育に関心の高い県民、看護学校や保育園で食育に携わっている栄養関係者、

行政関係者等 60 名が参加しました。 

 

１ 講演１「南極シェフから学ぶ！食材を無駄にしないエコレシピ」 

   渡貫淳子氏からは、南極の生活から得られた環境に優

しい暮らしの工夫について、お話いただきました。 

南極に食材を持ち込めるのは、観測隊が交代する際の

１年に１回であり、限りある食材を工夫して利用してお

り、共食から生まれるコミュニケーションは非常に重要

であり、工夫次第でいくらでも豊かに生活できることを

学んだとのことでした。 

   また、南極にゴミを残せないので、調理を工夫して、うどんを作った次の日は残っ

た出汁で煮物を作り、煮物の余りは、刻んで炊き込みご飯にしていたことなど、具体

的なレシピも交えてご紹介いただきました。 

食材を残さず利用する知識を持つことで、無駄なく活用しようとする意識が参加者

に芽生えたようでした。 

 

２ 講演２「地産地消と食育～地域から地球へ～」 

   名古屋文理大学のフードビジネス学科長兼地域連携セ

ンター長の中村麻理教授からは、学生と取り組んでいる

食育活動や郷土料理である「鬼まんじゅう」をお土産品

として日持ちするように「鬼まんマドレーヌ」として開

発した取組などをご紹介いただきました。 

 

講演後の意見交換会と質疑応答では、参加者から積極的に質問があり、会場全体でテー

マについて考える充実した時間となりました。参加者からは、「食品を大切に無駄にしな

いよう、気を付けて毎日過ごしていこうと思った。」、「今日の講演で学んだことは、他の

人々にも伝えていかないともったいない。」といった声があり、講師の知識や理念を実践

したり、周知したりしていく意欲が高まったようでした。 

このシンポジウムをきっかけに、環境に配慮した生活を築くきっかけとなることを期待

します。 
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第７６回関西茶業振興大会愛知県大会が開催されました 

 
園芸農産課 

 
関西茶業振興大会は、関西茶業の振興を図るため東海・関西６府県（愛知県、岐阜県、

三重県、滋賀県、京都府、奈良県）で順番に開催している伝統あるお茶の大会です。 

７６回目を迎える大会を今年度、愛知県で開催しました。 

 

１ 関西茶品評会 

  茶の栽培技術を向上させるため、関西６府県

の茶産地の新茶を一堂に集めて出来映えを競う

品評会が 2024 年７月 31 日（水）から８月２日

（金）にかけて行われました。各産地から、て

ん茶（抹茶の原料）を始めとした５茶種 371 点

の出品がありました。今年は、２月までの暖冬

で、一番茶が記録的に早くなると予想した産地

も多かった中、３月には低温により茶芽の生育

の遅れや生育差が目立ち始め、４、５月は日照

不足や降雨により摘み遅れる等、天候に翻弄さ

れた年となりました。こうした中、出品された茶

はそれぞれの茶種の特徴を備えた、見事な逸品が

多く出品されました。 

農研機構の佐藤茶業研究領域長を審査長に迎

え、関西６府県から推薦された審査員による厳正

な審査の結果、１等 20 点、２等 36 点、３等 50

点の入賞が決まりました。 

 

２ 関西茶業振興大会愛知県大会式典 

関西茶品評会において優秀な成績を収めた

出品者を表彰するため、11 月 16 日（土）に西三

河農業協同組合事務センターにおいて、大会式典

を開催しました。 

式典では、大会長である大村知事から受賞者を

代表して、てん茶の部で最優秀であった、有限会

社不老園 小林晋弥氏へ大会会長賞が授与される

とともに審査成績で最優秀の市町村に対して産

地賞が授与されました。 

また、１等入賞者には、農林水産大臣賞を始

めとした特別賞が授与されました。 

今年は、天候不順等により茶生産に係る総合的な知識や技能が例年以上に求められる

中、数多くの優秀なお茶を出品いただきました生産者や関係者の皆様方の熱意と努力に

心から敬意を表す次第です。 

外観審査 

滋味審査 

大会会長賞の授与 
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愛知生まれのカンキツ「夕焼け姫」を市民へＰＲ 

 
知多農林水産事務所  

 
 東海市が産地化を進めている「夕焼け姫」の出荷が今年度から始まることから、2024 年

11 月 3 日（日）に「東海秋まつり 2024」内で開催された「農業フェスティバル」におい

て、ＰＲブースが設置され、市民へのお披露目と試食会が開催されました。 
 
１ 東海市における「夕焼け姫」の取組 

  「夕焼け姫」は愛知県が育成した品種で、夕焼けのような赤橙色の美しい外観と甘み

が強くほどよい酸味が特徴です。古くからみかん生産が盛んな東海市では、「夕焼け姫」

の苗木の供給が開始されると同時に作付けを始めました。令和２年には「マルチ栽培夕

焼け姫部会」が発足、東海市立農業センターにおいても試験栽培が始まり、新たな特産

品として産地化・ブランド化へ向けた取組が行われています。苗木やマルチシート等の

購入補助など、市を挙げて「夕焼け姫」の産地化に乗り出しており、試験ほ場近くの船

島小学校では授業の一環として、同校児童による栽培管理、収穫作業等が行われていま

す。 
また、東海市は県の「夕焼け姫」ブランド化チーム構成員でもあり、シンボルマーク

やＰＲグッズを活用したプロモーションにも力を入れています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始直後から行列のＰＲブース       夕焼け姫の特徴を説明 

 

２ 試食会における「夕焼け姫」への期待と反応 

当日、ＰＲブースは開始直後から行列となり、市担当者、生産者、県農業改良普及課

担当者が、「夕焼け姫」の特徴、市を挙げてのブランド化への取組などを説明しました。

また、多くの人に従来品種との違いを試食で実感してもらい、「濃厚で美味」であるとの

感想をいただきました。「どこで買えるのか」「箱買いしたい」「贈答用にしたい」といっ

た声も多く、舌の肥えたみかん産地の市民からも期待されていることを実感しました。 

 

３ 今後の取組等 

  「夕焼け姫」は 11 月中旬から下旬に収穫と出荷の最盛期を迎えます。 

今年度は産直販売が中心の見込みですが、生産量が増える来年度には市場出荷が本格

化し、量販店へも出回る予定です。 
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愛知県産秋冬野菜京浜地区販売会議が開催されました 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
本県産秋冬野菜の本格出荷シーズンを前に、令和６年 11 月 12 日（火）にアリスアクア

ガーデン品川（東京都品川区）において、「令和６年度愛知県産秋冬野菜京浜地区販売会議」

（主催：ＪＡあいち経済連東日本営業所）が開催されました。 

会議には、関東及び東北の卸売会社 23 社と、これら卸売会社に出荷している県内３ＪＡ

等が参加し、今冬から来春の出荷計画や産地動向、生産資材高騰対策の報告等が行われま

した。 

 

１ ＪＡあいち経済連の令和６年度の青果販売取組 

会議では、生産、販売、物流、消費喚起の多岐に渡る取組方針が示されました。 

各取組の具体策としては、下記の内容が計画されています。 

取組方針 取組の具体策 

生産 
○末端顧客と結びついた相対取引や契約取引の拡大 

（事前出荷情報の活用による週間及び日々の相対取引の拡大等） 

販売 
○産地での商品化(※)による販売力強化と産地振興の実践 

（実需者の商品加工ニーズ〔差別化・省力化〕への対応、簡易選別やバラ集
荷による生産者の出荷調製作業の軽減等） 

物流 

○生産・出荷・物流コスト低減に繋がる出荷規格の検討・導入 
（販売及び輸送実態に合わせた量目の変更等） 

○物流の 2024 年問題への対応 
（ＪＡ・品目別集荷時間や配荷業務の見直し、消費地・産地のストックポイ
ント〔配送のための一時保管を主とする流通拠点〕の活用等） 

消費喚起 

○加工・業務用需要の取引拡大 
（キャベツ、たまねぎ、おおばの業務向け取引の拡大） 

○主要品目の需要喚起策の実践 
（食べ方提案を主とした販売促進の実施等） 

※ＪＡあいち経済連の西三河地域及び東三河地域青果物パッキングセンター等で実施。 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡあいち経済連東日本営業所が開催した秋冬野菜販売会議 

 

２ 秋冬野菜の生産出荷計画、産地動向 

ＪＡあいち経済連からキャベツ、はくさい、トマト、ミニトマト、ブロッコリー等の

各品目の生産出荷計画の説明が行われた後、ＪＡひまわり、ＪＡ愛知みなみ、ＪＡ豊橋

から品目ごとに各産地の動向が報告されました。 
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主な動向としては、秋冬野菜の多くの品目で夏期の高温により播種や定植が遅れた又

は遅らせた、ブロッコリーでは９月の高温の影響で生育が緩慢傾向である、キャベツや

はくさいでは害虫防除に苦慮している等が伝えられました。また、トマトとミニトマト

では、夏期の高温の影響で小玉傾向が顕著である、11月は着果処理が切り替わる影響で、

一時的に出荷量が減少する見込みである、夏期の高温傾向に対応するため新品種の試作

や切り替え等を進めている等の状況となっています。 

 

３ 市場動向 

市場関係者から、主要な品目について市場動向が報告されました。 

品目 市場動向 

キャベツ 

千葉県産、茨城県産、愛知県産の販売が中心となります。千葉県産
と茨城県産は、出荷開始が 10 日前後遅れて数量は少なく推移しました
が、11 月中旬以降は増量して例年並みの出荷が見込まれます。今後は
売り込みの強化を図り、年末年始を見据えての販売をお願いします。 

はくさい 

長野県産がほぼ終了し、茨城県産が中心となっていますが、茨城県
産は猛暑・干ばつの影響のため生育が停滞気味で出荷開始が２週間程
度遅れており、11 月中旬以降に増量する見込みです。茨城県産は、昨
年に続き、過剰生産が予想されます。 

トマト 

11 月に入って西南暖地産が徐々に増加傾向にあります。昨シーズン
は 12 月下旬から出荷量が増加し、市場に荷物が滞留したため相場が急
激に下落しました。今シーズンは、昨シーズンのようなことがないよ
うに 11 月から売場の拡大を図っていく必要があります。 

ミニトマト 

10 月中旬頃から西南暖地産を中心に出荷が出揃い、高値の反動や売
場の縮小もあって厳しい販売状況となっています。昨年は、出荷見通
しが不透明で売り込みしづらく、年末年始と年明け以降１月末まで市
場に荷物が滞留した状況での販売が続いたので、今年は精度の高い情
報を共有して、年末年始と年明け以降の円滑な販売に繋げたいです。 

洋菜類 

非結球レタスは、関東産地は夏期高温の影響で生育遅延が発生しま
したが、その後の天候回復で前進傾向の出荷となり、例年より出荷終
了が早まる見込みです。また、九州産地産は 11 月下旬から出荷が本格
化する見込みです。 
ブロッコリーは、夏型の産地からの出荷終了が早く、秋冬産地は高

温の影響で品質不良や生育遅れが生じているため、価格は高騰してい
ますが、12 月以降は出荷が安定すると見込まれます。 
洋菜類の作付面積は、どの品目も現状維持か微減となっています。 

豆類 

夏期高温と台風等の降雨の影響で、生育は例年よりも１週間から 10
日程度遅れています。夏型の産地が高温により不作だったため、量販
店の売場は縮小傾向となっていますが、今後は売り込みの強化を図
り、徐々に販路を拡大したいです。 

 

４ 生産資材高騰対策 

 ＪＡあいち経済連が主要品目を対象に生産費を算出した結果、販売単価を 10％程度上

げないと生産者の営農が継続できないことが報告されました。本年も、営農の継続が可

能で且つ需給バランスに左右されない価格形成の実施に取り組むこととしています。 

 

 本会議では、産地と市場の関係者間で秋冬野菜の動向や課題等の共通認識が醸成されま

した。今後、本県産秋冬野菜の販売が活発に行われることが期待されます。 
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花きの物流効率化の取組 

園芸農産課  
 
本県の花き産出額は 573 億円（2022 年）で 61 年連続日本一です。また、本県産花きの仕

向け先別出荷割合は、県内が 22％、県外が 78％となっており（2022 年、園芸農産課調べ）、

全国各地へ出荷されています（図１）。 

トラックドライバーの長時間労働是正のため、2024 年度から時間外労働の上限規制が適

用され、花き業界でも物流の効率化に取り組む必要があります。そこで、2023 年度に JA あ

いち経済連が行った物流の効率化に資する取組を紹介します。 

 

１ 取組の概要 

事 業 名 持続的生産強化対策事業（ジャパンフラワー強化プロジェクト推進） 

事 業 年 度 2023 年度 

取 組 主 体 JA あいち経済連 

事 業 費 23,159,467 円 

事 業 内 容 花き受発注システムを活用した業務効率化の実証 

試 験 産 地 JA 愛知みなみ（輪ギク）、JA 西三河（デルフィニウム） 

 

＜取組の背景＞ 

  花きの売上の安定的な確保には、数量と価格を予め決める相対取引の比重を高める

ことが重要です。しかし、JA が市場や実需者に注文内容（数量、価格）を伝達する手

段は、FAX や電話が基本となっており、１件ごとに調整する必要があることから、受発

注業務に時間がかかっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 花きの仕向先別出荷割合（2022 年） 

22% 9% 40% 29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県内

北海道・東北

関東

その他

市場・実需者 

JA JA 

市場・実需者 

花きの受発注の現状 2023 年度実証事業の取組 

図２ 花きの受発注の現状と 2023 年度実証事業の取組 
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＜取組結果と効果＞ 

産地と取引先間における受発注情報を一元化できる花き受発注システムを開発・導

入し、輪ギク及びデルフィニウムの受注とりまとめ業務の効率化について実証を行い

ました。 
システムでは、JA が入力した商品情報（図３）が市場へ伝達され、その情報に基づ

き市場が発注を行います（図４）。各市場が発注したデータをシステム上で集計するの

で、大幅な時間短縮につながります。 

輪ギクではこれまで１日あたり 50～60 社からの受注を週３回取りまとめしていま

したが、このシステムを導入したことにより、週当たり 7.5～９時間を削減すること

ができました。また、デルフィニウムでは、１回の受注につき 30 分かかっていた集計

業務を５分に短縮することができました。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜令和６年度以降の取組＞ 

引き続き品目や取引先を拡大しながら実証を行い、規模を拡大しても受発注業務の

効率化が確認できるか調査しています。 

図３ 商品情報入力画面 

図４ 受発注システムの流れ 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ２,４０４ １,３６６ ３７１ ３９６ 愛知（５７％）

（５７％） 茨城（４２％）

2024年見通し ２,２００ － ３８０ － 熊本（　１％）

　○　東京都中央卸売市場（品目：サニーレタス）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 １０,５５９ ３３７ ３１３ ３６６ 長野（４７％）

（３%） 茨城（２２％）

2024年見通し １０,０００ － ３２０ － 福岡（１１％）

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

　高温の影響により一部ほ場では初期に生育の
遅れが散見されたものの、各産地とも大きな天
候被害は無いため、順調な出荷が見込まれる。
　価格は、需要期であるクリスマスや年末の引
き合いが強まるため、相場の上昇が見込まれ
る。
【見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.3%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.2%)

　全国的に作付面積は横ばいから微増である中で、
品質の高い（ボリューム感がある、着色が良い）愛
知県産を指定する顧客が一定数いる状況である。
　選ばれる産地であり続けるためには、品質維持と
安定供給が求められているので、これらの取組とと
もに、精度の高い出荷予定の情報発信にも引き続き
努めてほしい。
　また、愛知県はプロモーションやＰＲに対して積
極的な産地のため、引き続き付加価値を高める施策
を一緒に考案していきたい。

前年主要産地

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

　秋の高温の影響により、例年出荷量が伸びる
10月に消費が減退し、厳しい販売だった。各産
地の作柄が前年より悪いため、12月の年末需要
に向けて価格は堅調な見込み。
【見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△8.5%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.4%)

　高齢化による農家戸数の減少が続くが、作付面積
の維持をお願いしたい。鍬掘、水掘れんこんは量販
店等のニーズを把握したうえで、戦略的な作付をお
願いしたい。

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』
につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

前年主要産地
うち愛知産 愛知産

うち愛知産 愛知産

9



名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３６，０９４ 201 199 207 北海道 28%
2020年 ３８，９２５ 167 169 205 愛知 23%
2021年 ３６，３３４ 203 211 239 茨城 14%
2022年 ３９，３１１ 176 202 232 千葉 4%
2023年 ３５，５０５ 213 232 245 熊本 4%

５ ヵ 年 平 均 ３７，２３４ － － －

2024年見通し ３５，１００ － － －

2019年 １，８８３ 74 70 71 千葉 56%
2020年 ２，１１６ 55 60 86 愛知 20%
2021年 １，８８３ 57 61 79 神奈川 9%
2022年 ２，１４３ 62 69 94 静岡 7%
2023年 １，９９０ 77 79 76 鹿児島 4%

５ ヵ 年 平 均 ２，００３ 65 68 82

2024年見通し ２，０００ 70 80 80

2019年 ２，０９０ 118 124 115 愛知 77%
2020年 ２，３６４ 100 87 122 北海道 6%
2021年 ２，４６６ 94 103 98 千葉 5%
2022年 ２，４０８ 120 110 105 岐阜 5%
2023年 ２，０３６ 132 133 134 大分 4%

５ ヵ 年 平 均 ２，２７３ 112 110 114

2024年見通し １，９５０ 130 130 130

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２０
１０１

９５
１０９
１２７

１１０

【産地状況】
　愛知、岐阜は高温と台風の影響による生
育遅れがあり、12月から本格出荷となる
が、入荷量は平年を下回る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.2%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.4%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　千葉は年末の安値を避けるため、年末の
計画を減らしているが、暖冬で消費が伸び
悩む可能性がある。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.5%)
価　格：前年並。(1.3%)

【産地状況】
　夏場の猛暑等による果菜類、葉茎菜類の
生育遅れは、気温の低下とともに回復傾向
だが、品目によっては不足感は続き、高値
が継続する。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.1%)
価　格：前年をかなり上回る。(8.9%)

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２０７

２４５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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注）

１１月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １２９，５２８ 228 242 255 千葉 21%

2020年 １２７，８６４ 184 199 248 茨城 20%

2021年 １２３，１１０ 221 227 267 北海道 12%

2022年 １２５，４４６ 200 233 287 愛知 7%

2023年 １２０，６７８ 242 254 272 神奈川 5%

５ ヵ 年 平 均 １２５，３２５ － － －

2024年見通し １２５，０００ － － －

2019年 １１，８０９ 66 63 72 千葉 61%

2020年 １０，７１７ 46 50 89 神奈川 36%

2021年 １０，７７８ 46 52 77 徳島 1%

2022年 １０，９７９ 51 59 91 茨城 1%

2023年 １０，８８５ 67 69 72 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，０３４ 55 59 80

2024年見通し １１，０００ 70 70 85

2019年 ８，０８０ 144 136 144 千葉 84%

2020年 ８，９８８ 108 107 130 埼玉 7%

2021年 ８，５６７ 88 97 122 香川 3%

2022年 ８，５９１ 106 114 135 茨城 2%

2023年 ８，２５０ 137 134 142 中国 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，４９５ 116 117 134

2024年見通し ７，７００ 140 145 150

【産地状況】
　夏期高温の影響が残る一部品目（きゅう
り、ピーマン等）は入荷が少ない見込み。下
旬は年末需要で相場は底上げとなる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(3.6%)
価　格：前年並。(1.2%)

【産地状況】
　千葉を中心に入荷する。千葉産は中旬以降
に漸減する一方、神奈川産は上旬から漸増す
る。出荷サイズはＬ、２Ｌ中心となる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.1%)
価　格：前年をかなり上回る。(7.1%)

【産地状況】
　千葉を中心に入荷する。千葉産はＭサイズ
中心、次いでＬサイズとなる。出荷遅れは概
ね回復する。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△6.7%)
価　格：前年をやや上回る。(5.1%)

１２３

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

野
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計
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１０３
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１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３，８０３ 69 63 67 茨城 74%
2020年 ４，２１７ 36 40 53 愛知 17%
2021年 ４，０６１ 47 45 51 三重 6%
2022年 ３，９６１ 54 51 74 岐阜 1%
2023年 ３，９５５ 55 57 61 宮崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，９９９ 52 51 61

2024年見通し ３，８００ 100 100 100

2019年 ３，４２７ 66 70 68 愛知 81%
2020年 ４，０２９ 53 62 80 茨城 14%
2021年 ４，０７０ 55 53 63 静岡 2%
2022年 ４，２８６ 59 73 86 三重 2%
2023年 ３，７４９ 81 84 74 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，９１２ 62 68 75

2024年見通し ３，７００ 120 120 120

2019年 ２７０ 566 638 602 愛知 36%
2020年 ３０１ 311 480 596 茨城 34%
2021年 ２９１ 498 487 520 岐阜 11%
2022年 ２９９ 364 487 673 群馬 10%
2023年 ２６３ 490 513 507 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ２８５ 442 519 581

2024年見通し ２２０ 600 500 700

４７０
５０３

５０１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５００

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　11月までの高温により、軟弱徒長気味。
愛知は作付減及び虫害により、出荷は平年
より少ない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年を大幅に下回る。(△16.3%)
価　格：前年を大幅に上回る。(19.3%)
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１２０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　夏場の天候不良で生育遅れがあり、出荷
ムラがある見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.3%)
価　格：前年を大幅に上回る。(51.9%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　夏場の高温の影響により出荷が不安定で
あったが、12月は生育回復し、重量ものっ
てくる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.9%)
価　格：前年を大幅に上回る。(72.4%)

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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１１月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １５，８７９ 57 52 54 茨城 91%

2020年 １６，４１６ 24 27 37 群馬 6%

2021年 １５，３５８ 36 32 33 和歌山 1%

2022年 １５，３２７ 39 39 48 埼玉 1%

2023年 １５，０６４ 39 48 46

５ ヵ 年 平 均 １５，６０９ 39 39 44

2024年見通し １４，５００ 55 60 65

2019年 １３，９９８ 70 74 67 愛知 45%

2020年 １３，２３５ 49 58 82 千葉 34%

2021年 １３，９９２ 54 50 63 神奈川 10%

2022年 １３，３３５ 56 70 87 茨城 9%

2023年 １３，５８３ 86 85 68 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，６２９ 63 67 73

2024年見通し １３，５００ 100 105 110

2019年 １，３２４ 584 631 602 群馬 44%

2020年 １，６０７ 314 385 581 茨城 36%

2021年 １，４８５ 455 423 494 千葉 6%

2022年 １，６０９ 346 430 632 栃木 6%

2023年 １，７３６ 435 443 401 埼玉 6%

５ ヵ 年 平 均 １，５５２ 421 457 538

2024年見通し １，７５０ 480 460 530

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。茨城産は高温・干
ばつによる生育遅延から回復し生育順調。下
旬は年末需要で引き合いは強まる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.7%)
価　格：前年を大幅に上回る。(36.4%)

【産地状況】
　愛知、千葉等を中心に入荷する。高温・干
ばつによる生育遅延は中旬以降に回復基調と
なる。下旬は年末需要が高まる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.6%)
価　格：前年を大幅に上回る。(32.9%)

【産地状況】
　群馬、茨城を中心に入荷する。各産地とも
生育順調。前年並の入荷が見込まれ、下旬は
年末需要が高まる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.8%)
価　格：前年をかなり上回る。(15.3%)
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１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，２４８ 389 368 382 長野 25%
2020年 １，１６５ 330 357 450 大分 16%
2021年 １，２４０ 340 336 402 静岡 10%
2022年 １，２１１ 340 363 451 群馬 8%
2023年 １，０８９ 402 413 462 愛知 6%

５ ヵ 年 平 均 １，１９１ 360 366 428

2024年見通し １，０００ 450 450 450

2019年 １，８００ 208 237 217 兵庫 32%
2020年 １，９１８ 114 151 193 愛知 17%
2021年 １，７８５ 141 184 258 熊本 15%
2022年 ２，０１３ 132 183 284 静岡 12%
2023年 １，４７２ 224 246 236 茨城 7%

５ ヵ 年 平 均 １，７９８ 160 198 238

2024年見通し １，７００ 180 200 220

2019年 ９９７ 425 479 561 愛知 50%
2020年 １，１６３ 286 339 382 宮崎 22%
2021年 １，１４３ 374 403 367 鹿児島 14%
2022年 ９６６ 340 428 624 高知 10%
2023年 ９７２ 351 373 523 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 １，０４８ 354 402 484

2024年見通し ９００ 500 480 600

３７８
３８２

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ
　
う
　
り

４９０
３３５
３４４
４５４
４１１

 前年及び本年の

５３０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地定植後の気温が高く、徒長で根の
張りが悪く、年内の出荷は少ない見込み。
クリスマスから年始に需要が伸びる。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△7.4%)
価　格：前年を大幅に上回る。(29.0%)

４０２

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　生育期の天候不順により、出荷は不安
定。クリスマスから年始に需要が伸びる。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。(15.5%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△14.5%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地夏場の高温により、生育が遅れ、
年内出荷は平年より少ない。愛知の越津ね
ぎも平年より少ない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△8.2%)
価　格：前年をやや上回る。(4.4%)
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３８６  前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き
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１１月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ６，２２４ 371 331 343 茨城 24%

2020年 ５，９４７ 320 316 421 千葉 20%

2021年 ６，０８６ 275 270 342 埼玉 15%

2022年 ６，４０５ 302 304 368 栃木 11%

2023年 ５，９１６ 431 394 416 群馬 9%

５ ヵ 年 平 均 ６，１１６ 339 323 377

2024年見通し ５，９００ 330 350 370

2019年 ７，６１４ 213 244 214 静岡 32%

2020年 ６，９４１ 104 142 180 香川 14%

2021年 ６，５９５ 139 182 257 茨城 13%

2022年 ６，９６２ 122 179 277 長崎 11%

2023年 ６，３０８ 226 247 237 兵庫 10%

５ ヵ 年 平 均 ６，８８４ 161 199 232

2024年見通し ６，１００ 410 380 410

2019年 ３，８８７ 481 538 614 宮崎 47%

2020年 ４，５０５ 298 349 581 千葉 15%

2021年 ４，５３２ 307 306 397 高知 12%

2022年 ３，８８７ 346 473 711 埼玉 10%

2023年 ４，０７９ 356 393 594 群馬 8%

５ ヵ 年 平 均 ４，１７８ 354 407 574

2024年見通し ４，１００ 460 480 500

き
　
ゅ

　
う
　
り

４９６

３３４

レ
　
　
タ
　
　
ス

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　宮崎、千葉等を中心に入荷する。一部産地
でコナジラミ類や黄化えそ病が発生している
が、前年並の入荷量を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.5%)
価　格：前年をかなり上回る。(8.6%)

【産地状況】
　茨城、千葉等を中心に入荷する。入荷量は
12月から漸増し、本格出荷は中旬以降となる
見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.3%)
価　格：前年をかなり下回る。(△15.5%)

【産地状況】
　静岡、香川等を中心に入荷する。入荷量は
関東産の終了で上旬は少ないが、中旬以降に
漸増する。下旬は年末需要が高まる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.3%)
価　格：前年を大幅に上回る。(68.8%)
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　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

４８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３４５ 448 458 446 熊本 61%
2020年 ３８３ 398 401 399 愛知 37%
2021年 ３４７ 430 431 411 高知 3%
2022年 ３７２ 368 373 393
2023年 ３７２ 409 378 370

５ ヵ 年 平 均 ３６４ 410 407 403

2024年見通し ３８０ 400 360 360

2019年 ９５６ 389 321 290 熊本 48%
2020年 １，００６ 276 289 298 愛知 22%
2021年 ８４５ 407 363 374 三重 15%
2022年 ８９４ 362 345 355 岐阜 12%
2023年 ８９６ 444 367 303 大分 3%

５ ヵ 年 平 均 ９１９ 373 335 322

2024年見通し ８５０ 400 360 340

2019年 ４６４ 670 516 507 熊本 60%
2020年 ５３１ 445 449 477 愛知 35%
2021年 ５０９ 557 579 621 宮崎 3%
2022年 ５８９ 620 495 487 和歌山 2%
2023年 ５１６ 609 546 510

５ ヵ 年 平 均 ５２２ 579 516 519

2024年見通し ５３０ 500 500 500

な
　
　
　
　
す

４４８
３９８
４１４
３７５
３８４

４０３  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　11月に出荷が少なかった分、12月に出荷
がずれ込む見通し。荷動きが芳しくない時
期での増量になり、販売は苦戦する。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.2%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.6%)

ト
　
　
マ
　
　
ト

３３１
２８７
３８１
３５４
３６３

３４１  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地安定出荷となるが、熊本を中心に
作付が減少しており、平年に比べ少ない入
荷となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.1%)
価　格：前年並。(△0.8%)
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５３７  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地ともに本格的に数量が増加する。
熊本を中心に作付けが増加しており、販売
は苦戦する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.7%)
価　格：前年をかなり下回る。(△9.6%)

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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１１月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，７５９ 534 535 479 高知 63%

2020年 １，８８８ 451 477 461 福岡 19%

2021年 １，８５３ 461 446 420 熊本 11%

2022年 １，８０３ 393 417 424 佐賀 2%

2023年 １，８９８ 437 417 422 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８４０ 454 458 441

2024年見通し １，９００ 460 480 440

2019年 ５，０５１ 432 376 336 熊本 43%

2020年 ４，８３０ 329 346 351 愛知 17%

2021年 ４，４７８ 473 425 457 栃木 16%

2022年 ４，５４５ 417 402 417 千葉 7%

2023年 ４，６７４ 498 427 344 静岡 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，７１６ 429 394 379

2024年見通し ４，２００ 480 480 480

2019年 ２，１０４ 667 532 469 熊本 42%

2020年 １，９４９ 429 444 486 愛知 20%

2021年 １，８６２ 589 632 662 宮崎 11%

2022年 ２，１４８ 607 518 529 千葉 10%

2023年 ２，０１９ 638 570 514 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 ２，０１６ 588 538 530

2024年見通し ２，０００ 670 600 530

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

な
　
　
　
　
す

【産地状況】
　熊本、愛知等を中心に入荷する。高温で着
果不良が多発した果房の収穫が過ぎ、数量の
回復を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△10.1%)
価　格：前年をかなり上回る。(15.7%)

【産地状況】
　高知を中心に入荷する。夏期の高温や10月
の天候不順の影響が懸念されるが、前年並の
入荷量を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.1%)
価　格：前年をかなり上回る。(8.0%)

４２６

４１０

４４３

４６２

５１６

３９９

５５１

【産地状況】
　熊本、愛知等を中心に入荷する。高温で着
果不良が多発した果房の収穫が過ぎ、数量の
回復を見込む。小玉傾向も回復する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.9%)
価　格：前年をやや上回る。(5.4%)

品
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前年主要産地（％）　　　区分
実績
と見通し

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３９３ 377 443 561 鹿児島 58%
2020年 ４５０ 327 325 369 宮崎 27%
2021年 ４３３ 349 368 391 高知 13%
2022年 ３５０ 408 450 575 茨城 1%
2023年 ３９６ 381 408 445

５ ヵ 年 平 均 ４０４ 366 395 462

2024年見通し ３６５ 380 480 450

2019年 ３，０１０ 88 86 80 北海道 65%
2020年 ２，９６３ 138 140 143 長崎 35%
2021年 ２，６３０ 220 220 218
2022年 ２，９６３ 123 119 120
2023年 ２，８７０ 127 129 119

５ ヵ 年 平 均 ２，８８７ 137 137 134

2024年見通し ２，５００ 145 145 145

2019年 ７，７４３ 76 75 71 北海道 98%
2020年 ７，９９３ 74 73 70 中国 1%
2021年 ６，５５５ 150 155 147 兵庫 1%
2022年 ８，７５７ 89 102 93
2023年 ７，１５２ 132 169 164

５ ヵ 年 平 均 ７，６４０ 102 112 106

2024年見通し ７，５００ 130 130 130

前年主要産地（％）品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道は貯蔵品からの出荷。中生の生育
不良による出荷計画の下方修正を受けて、
価格は強含みの可能性。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(4.9%)
価　格：高値だった前年並。(△1.5%)
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 前年及び本年の

１４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道は貯蔵品からの計画出荷。長崎は
定植時の高温等の影響で不作傾向。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△12.9%)
価　格：前年をかなり上回る。(14.2%)

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８５
１４１
２１９
１２２
１２７

１３７

 前年及び本年の

４１６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　不安定な入荷が継続するが、下旬にかけ
て徐々に安定する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△7.8%)
価　格：前年をかなり上回る。(6.7%)
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３９０
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１１月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，５１０ 410 457 614 宮崎 40%

2020年 １，７９３ 322 362 411 茨城 32%

2021年 １，７６５ 337 363 368 鹿児島 14%

2022年 １，５８６ 403 475 644 高知 13%

2023年 １，７４９ 375 417 418 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 １，６８１ 367 412 484

2024年見通し １，７００ 510 480 510

2019年 ８，８５５ 90 86 86 北海道 78%

2020年 ８，５７２ 138 143 144 長崎 21%

2021年 ６，８７７ 211 212 218

2022年 ７，９９４ 120 118 125

2023年 ７，５４２ 125 116 116

５ ヵ 年 平 均 ７，９６８ 134 132 135

2024年見通し ７，２００ 130 160 160

2019年 ９，４９５ 77 78 76 北海道 92%

2020年 ９，９２９ 75 76 77 中国 6%

2021年 ８，９４２ 184 182 181 兵庫 1%

2022年 ９，５００ 108 108 108 佐賀 1%

2023年 ７，１４８ 196 194 185

５ ヵ 年 平 均 ９，００３ 123 123 121

2024年見通し ７，２００ 150 150 120

【産地状況】
　宮崎、茨城等を中心に入荷する。入荷量は
上旬に盛期となるが、宮崎は根張りが良くな
いため、全体として大きな増加はない。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.8%)
価　格：前年を大幅に上回る。(24.1%)

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。10月末に収穫は
終了し、入荷量は11月より少ない見込み。や
や小玉傾向でＬ中心となる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.7%)
価　格：前年を大幅に下回る。(△27.1%)

４０３

４８７

３５６

３６４

４８４

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１９

１３４

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。北海道産は、男
爵は大玉傾向で数量がやや多い一方、メーク
インは小玉傾向で少ない。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.5%)
価　格：前年を大幅に上回る。(26.1%)
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１２３

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４１５
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１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １０，４８７ 319 402 411 静岡 18%
2020年 １０，２７２ 343 414 409 フィリピン 16%
2021年 ９，０９１ 381 462 459 和歌山 13%
2022年 １１，０００ 343 422 412 愛知 11%
2023年 ９，４０６ 420 524 495 岐阜 8%

５ ヵ 年 平 均 １０，０５１ － － －

2024年見通し ８，０００ － － －

2019年 ４，８８５ 245 271 305 静岡 40%
2020年 ５，０４９ 237 226 246 和歌山 28%
2021年 ４，５１８ 257 272 291 愛知 19%
2022年 ４，４６６ 236 243 279 長崎 4%
2023年 ４，０２６ 285 322 353 熊本 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，５８９ 251 265 293

2024年見通し ３，２００ 330 330 330

2019年 ４０１ 1,695 2,437 2,414 愛知 58%
2020年 ５３６ 1,820 2,015 2,067 熊本 30%
2021年 ３８６ 2,039 2,315 2,695 鹿児島 7%
2022年 ４５２ 1,806 2,202 2,576 福岡 2%
2023年 ４６４ 2,388 2,412 2,604 佐賀 2%

５ ヵ 年 平 均 ４４８ 1,950 2,262 2,451

2024年見通し ４３０ 2,400 2,500 2,600

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３８０
３８３
４２９
３８４
４７７

４０９  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、かき等が主な品目とな
る。青森のりんごは輸出ギフト需要により
市場向けの出荷が少ない。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△14.9%)
価　格：前年をやや上回る。(4.8%)

み
　
　
か
　
　
ん

２７０
２３６
２７２
２５１
３２１

２６８  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　夏場の高温やカメムシの吸汁被害により
出荷量が平年より少ない産地が多い。11月
も気温が高く、着色がかなり遅れている。
【概況見通し】
入荷量：前年を大幅に下回る。(△20.5%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.8%)

い
　
　
ち
　
　
ご

２，１６９
１，９７９
２，３７４
２，１７７
２，４６３

２，２２１  前年及び本年の

２，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　九州は夏場の高温の影響で、出荷遅れや
品質低下が予想される。小粒傾向のため、
パック数は伸びない見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△7.3%)
　価　格：前年並。(1.5%)
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１１月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ５２，８６５ 371 436 442 愛媛 28%
2020年 ５２，００１ 406 453 443 和歌山 12%
2021年 ４８，０２６ 419 477 480 長崎 10%
2022年 ４９，５８３ 402 485 482 熊本 9%
2023年 ４６，６４６ 475 572 533 青森 8%

５ ヵ 年 平均 ４９，８２４ － － －

2024年見通し ４５，０００ － － －

2019年 ３２，８２４ 275 284 290 愛媛 40%
2020年 ３２，４４９ 277 282 279 和歌山 17%
2021年 ３０，８０６ 281 296 294 長崎 16%
2022年 ２９，２９５ 285 299 303 熊本 11%
2023年 ３０，２０５ 307 335 340 静岡 10%

５ ヵ 年 平均 ３１，１１６ 285 299 301

2024年見通し ２９，５００ 325 340 345

2019年 ２，１７８ 1,739 2,301 2,538 栃木 54%
2020年 ２，７５５ 1,954 2,040 2,164 福岡 13%
2021年 ２，３００ 1,887 2,270 2,661 茨城 10%
2022年 ２，３７１ 1,944 2,250 2,593 静岡 9%
2023年 ２，６２０ 2,450 2,421 2,444 長崎 4%

５ ヵ 年 平均 ２，４４５ 2,007 2,252 2,467

2024年見通し ２，６００ 2,500 2,450 2,550

 前年及び本年の

２，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
  栃木、福岡等から入荷する。定植時期の
高温の影響により主要産地の定植は遅れる
も、出荷量に大きな影響はない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.8%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.6%)

い
　
ち
　
ご

２，２５２
２，０７７
２，３１５
２，２８１
２，４３６

２，２６９

 前年及び本年の

３３７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　愛媛、和歌山、長崎等から入荷し、ⅬＭ
中心となる。夏期高温の影響による日焼け
果などにより出荷量は減少する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.3%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.4%)

み
　
　
か
　
　
ん

２８４
２８０
２９１
２９６
３２９

２９６

４５７  前年及び本年の

５４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　みかんを中心にりんご等が入荷する。夏
期高温の影響による日焼け果などにより、
りんご、かき等出荷量減の見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.5%)
価　格：前年をわずかに上回る。(2.3%)
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切　花　・　鉢　花　の　１　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月３日現在）

2019年 ２，３４８ ５５
実 2020年 １，６４８ ５５

2021年 ２，１９８ ６０
績 2022年 ２，０３８ ６７

2023年 １，８３６ ７１

２，０１４ ６１

１，８５０ ６５

概
　
要

2019年 ２，０７９ ３３
実 2020年 １，７２６ ３１

2021年 １，９５８ ３２
績 2022年 １，６３８ ３８

2023年 １，９５８ ３２

１，８７２ ３３

１，７００ ４０

概
　
要

2019年 １，４２７ ４０
実 2020年 ９７６ ３５

2021年 １，３１７ ４８
績 2022年 １，１３１ ５０

2023年 １，１７５ ５０

１，２０５ ４５

１，１５０ ５０

概
　
要

2019年 １７０ ８９
実 2020年 １３１ ７０

2021年 １９１ ９２
績 2022年 １６８ ９４

2023年 １６６ １１０

１６５ ９２

１６０ １１０

概
　
要

2024年見通し

　和歌山、高知、熊本から入荷。定植後の気温高から短径開花となっており、枝のカスミ
ソウの入荷は多くなさそう。年末は極端に減少することなく推移する見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷。夏場の暑さの影響を受け、生育が良くない状況であるが、中旬以降は
予約相対も始まり、入荷量は伸びてくる見込み。ピークは23～25日販売が見込まれる。

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入が中心。朝夕の冷え込みにより、暖地の軟弱さが少しずつ解消され、しまっ
た物が出てくる。大きな波はなく、平年よりわずかに少ない入荷となる見込み。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、沖縄、三重から入荷。上旬は入荷量少なく推移し、強い相場の見込み。中旬以降

は入荷量も増えてくるが、年末需要に向けて価格安定し、動きも良い見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ３４６ １９３
実 2020年 ２２９ １８９

2021年 ３０８ ２２６
績 2022年 ２８０ ２３３

2023年 ２９５ ２３０

２９２ ２１５

２８０ ２３０

概
　
要

2019年 ５４６ １０５
実 2020年 ３０１ １０６

2021年 ４２２ １４４
績 2022年 ３５９ １４９

2023年 ３９５ １５０

４０５ １３０

４００ １５０

概
　
要

2019年 ５９５ ９４
実 2020年 ４９７ ８７

2021年 ６７４ １０８
績 2022年 ６０７ １０７

2023年 ７５９ ８９

６２６ ９７

６５０ ９０

概
　
要

2019年 ２，９５２ ５６
実 2020年 ３，８７３ ５７

2021年 ２，７８９ ８５
績 2022年 ３，７８３ ７２

2023年 ３，９２４ ７０

３，４６４ ６７

３，７００ ７０

概
　
要

2024年見通し

　茨城、兵庫、愛媛、和歌山、静岡及び長野から年末商材が入荷する。年末用の雪柳は昨
年より順調な出荷となりそう。桜は平年通り。ボケの「舞姫」は順調だが、「あかね」は
不調となっている。高温が続き休眠が不十分で、年末に開花が間に合うか懸念される。獣
害で枝折れも多い。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、鹿児島、静岡、愛知の国内産、輸入品が入荷。コチョウランは年末に向け、輸
入、国産ともに増加。カトレアは大きな山なく、平年並。デンファレは前年より入荷は増
加、下旬にかけ引き合いも強くなる。オンシジウムは前年より減少気味に推移。シンビジ
ウムは国産品が徐々に増加するが、高温が続いた影響で下位等級が多め。下旬にかけて全
般に引き合いが強くなる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重、輸入が入荷。平年よりやや多い入荷を見込むが、11月後半の冷え込
みにより抑制がかかる可能性がある。クリスマスが週中(水曜)ということで消費動向が読
みづらい。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、宮崎、埼玉、新潟、鹿児島からの入荷。オリエンタルは10,11月の気温高により
前進気味の出荷となっている。今後の冷え込みにもよるが、年末需要期より早めにピーク
を迎える可能性がある。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１１月２７日現在）

2019年 １０，３８０ ９４４

実 2020年 １０，０７６ １，０９８

2021年 １１，０４４ １，１８６

績 2022年 ９，２８０ １，４２２

2023年 ９，２１６ １，１９５

９，９９９ １，１６４

９，０００ １，１１１

概
　
要

2019年 １２，２７１ ４４３

実 2020年 ８，４３６ ４６９

2021年 １０，１９３ ４８５

績 2022年 １０，０００ ４８０

2023年 １０，２０８ ５０８

１０，２２２ ４７６

９，８００ ５１０

概
　
要

2019年 ５４０，４２３ ４１５

実 2020年 ４２７，０６２ ４４８

2021年 ４２２，５３０ ４５９

績 2022年 ４８９，３５５ ３９２

2023年 ４６４，１７６ ４０３

４６８，７０９ ４２２

４５０，０００ ４５０

概
　
要

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は６号は減少、５号以下は前年並か。販売に関しては年々６号は厳しく、単価が
下がってきているが、１、２入共に@2,500-1,800クラスの引き合いが強くなる見込み。５
号は３、４入@1,300-1,200の良品、５入@800-600クラスの引き合いが強くなる。ガーデン
シクラメンは12月に入ると良品が少なくなるので、早めの注文が必要。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（27.0％）、２位群馬
（20.6％）、３位岐阜（9.8％）となっている。

シ
 
ャ

 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量はやや減少か。高温で開花が早まっており、12月上旬の出荷分が11月末に前倒し
となる。５号中心の出荷になり、６号以上が品薄になる見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（60.8％）、２位愛知
（38.9％）、３位新潟（0.3％）となっている。

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類 　入荷量は前年よりわずかに減少か。円安の影響は大きく、輸入原木高騰で作付が減少し

ており、大鉢(10号)が特に減少し、８号以下がメインとなる。５号、６号での生産は変わ
らずの傾向となる見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（73.6％）、２位鹿児
島（6.7％）、３位沖縄（6.1％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ８６，６０２ ２，２６２

実 2020年 ８３，６４７ ２，２６７

2021年 ７１，３０６ ２，５９４

績 2022年 ７８，８９８ ２，３９４

2023年 ６０，０１５ ２，４８１

７６，０９４ ２，３８７

６０，０００ ２，４６７

概
　
要

2019年 １７，６７８ ２０８

実 2020年 １７，７６２ ２４４

2021年 １８，７５９ ２５２

績 2022年 １５，２３４ ２３４

2023年 １２，７９８ ２９２

１６，４４６ ２４４

１２，０００ ２９２

概
　
要

2019年 ４６５，５６９ ４４

実 2020年 ４１３，８９３ ４０

2021年 ３９４，８６７ ５０

績 2022年 ３８２，２９７ ４２

2023年 ３４５，６８８ ６３

４００，４６３ ４７

３３５，０００ ６０

概
　
要

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヵ年平均

パ
　
ン
　
ジ
　
ー

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりやや減少か。作付け減少、開花待ちや11月前倒し出荷傾向から良品商
品不足が予想される。価格は平年並か高値傾向の見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（24.8％）、２位奈良
（23.5％）、３位三重（11.3％）となっている。

2024年見通し

　入荷量は前年並か。夏の猛暑により良品が少なく、出荷できる商品が減っている。開花
も遅れているので、12月上旬のギフト需要期に品薄感が出そう。しかし、開花が遅れてい
る分、年末までは出荷は潤沢にある見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（63.3％）、２位三重
（6.8％）、３位徳島（6.2％）となっている。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量はかなり減少か。高温障害の影響が若干残っており、減少の見込み。４号鉢を中
心に中値安定で推移すると思われる。中旬以降は年末年始売りの需要が見込まれ、４号、
６号の定番商品と各サイズの八重咲き種中心に品薄の見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（56.1％）、２位埼玉
（38.8％）、３位熊本（3.3％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №618

２０２４年１２月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


